
蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
見
瀬
町
７
１
８

（
祭
神
）
高
皇
産
霊
神
、
孝
元
天
皇

（
文
化
財
）
市
指
定
「
百
人
一
首
絵
馬
」

（
交
通
）
近
鉄
吉
野
線
岡
寺
駅
西
す
ぐ

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
無

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
２
０
７
１

（
飛
鳥
坐
神
社
）

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

繁
栄
願
う
生
霊
神
が
ル
ー
ツ

牟
佐
坐
神
社
は
髙
取
川

の
西
、
近
鉄
岡
寺
駅
北
西
の

小
高
い
丘
に
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
平
安
時
代
の
神
社
一
覧

で
あ
る
「
延
喜
式
神
名
帳
」

で
は
式
内
大
社
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
古
社
で
す
。

こ
の
地
は
第
８
代
孝
元
天

皇
の
軽
境
原
宮
跡
で
あ
る

と
伝
わ
り
、
石
段
を
上
り
、

境
内
に
身
を
置
く
と
、
清
涼

な
空
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

「
日
本
書
紀
」
雄
略
天
皇

の
く
だ
り
に
は
、
天
皇
が
信

頼
を
お
く
側
近
と
し
て
身
狭

村
主
青
の
名
が
み
え
ま
す
。

室
町
時
代
の
古
文
書
で

は
、
当
社
は
身
狭
村
主
青
が

悪
い
夢
を
見
て
そ
れ
を
祓

い
、
幸
福
や
健
康
、
繁
栄
を

願
う
生
霊
神
を
身
狭
村
の

田
ん
ぼ
に
祭
り
、
そ
の
子
孫

が
神
主
に
な
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
て
、
こ
れ
が
当
社
の
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
い
つ
の
頃
か
ら

か
、
江
戸
時
代
初
期
ま
で
は

菅
原
道
真
を
祭
神
と
し
て
い

る
時
期
が
あ
り
ま
し
た
が
、

明
治
に
な
り
高
天
原
の
神
で

あ
る
高
皇
産
霊
神
と
孝
元
天

皇
を
祭
神
と
し
ま
し
た
。

高
皇
産
霊
神
は
物
を
産
み

な
す
生
成
力
を
象
徴
す
る
神

で
、
天
地
開
闢
（
天
地
が

初
め
て
出
現
）
の
と
き
天
之

御
中

主

神
に
次
い
で
神

皇
産
霊
神
と
と
も
に
、
最
初

に

高
天
原
に
成
り
出
た
神

で
す
。

ま
た
当
社
に
は
、
す
べ
て

の
歌
人
が
そ
ろ
っ
て
い
る
江

戸
時
代
の「
百
人
一
首
絵
馬
」

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
絵
馬
は
「
歴
史
に
憩

う
橿
原
市
博
物
館
」
に
寄
託

さ
れ
て
い
ま
す
（
通
常
は
非

公
開
）
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
理
事

柏
尾
信
尚
）

牟
佐
坐
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

牟
佐
坐
神
社
拝
殿
‖
橿
原
市
で


